
■ 改善に向けた方策
改善策の適合性

改善策適合性の考え方
①区間短縮
・特定の区間において利用者数が少ない

②減便
・利用者数が0の便が存在する。（平日平均は0.5）

③新たな運行モデル
必須条件：既存のコミバスが運行されている
必須条件：各市の単価が路線バス維持モデル②より低い
参考条件：利用者数が少なく小型、中型車両で運行可

（車両があれば大型でも運行可）

①維持モデルにおける改善案

＜計画概要＞ 
○利用僅少な便・区間の減便と補助対象系統への統一・・・利用僅少な便を統合し、市町村負担額の削減を図る。朝・夕時間帯、沿線事業所への
通勤等に利用されている便、沿線住民の通勤等に利用されている便は確保するように努める。
忍海～竹取公園東系統について、近鉄高田駅をまたがって利用する旅客は僅少であるため、近鉄高田駅～竹取公園東系統と近鉄高田駅～忍
海系統に分割し、合わせて国の補助要件を確保する。

計画概要 改善策案 

新設区間 
路線バスとして廃止さ

れる区間  

系
統 

路線名 運行系統 

現行 
減便 増便 廃止 

区間 新設 

番
号 

維持 短縮 再編 

14 高田ｲｵﾝﾓｰﾙ  ｲｵﾝﾓｰﾙ橿原ｱﾙﾙ～竹取公園東  ○ 

- - 
15 高田新家 忍海～竹取公園東  ○ 

16 高田新家 近鉄高田駅～竹取公園東  ○ 

26 高田五條 近鉄高田駅～忍海  ○ 

起点 経過地 終点 計画 現行 増減
キロ 回 回 回

11.0 11.0 0 現状維持
ｲｵﾝﾓｰﾙ 高田市駅 竹取公園東 11.1 11.0 11.0 0
橿原ｱﾙﾙ 11.0 11.0 0

0 5.0 △ 5.0 系統廃止
忍海 近鉄高田駅 竹取公園東 9.6 0 3.5 △ 3.5

0 4.5 △ 4.5
7.5 7.0 0.5 再編

近鉄高田駅 築山 竹取公園東 4.6 4.0 4.0 0
4.0 4.0 0
7.5 10.0 △ 2.5 再編

高田五條 近鉄高田駅 高田市駅 忍海 5.0 7.5 9.5 △ 2.0
7.5 10.0 △ 2.5

26.0 33.0 △ 7.0
22.5 28.0 △ 5.5
22.5 29.5 △ 7.0

合計

高田ｲｵﾝﾓｰﾙ

高田新家

路線名
運行系統 系統

キロ

運行回数
備 考

資
料
４



■ 改善策による効果検証のシミュレーション 参考値 

（単位：千円） 
中部－Ｅ１ 負担額合計 

中部Ｅ－１ 負担額合計 経常 経常 
損益 

国補 県補 その他 
補助金
込損益 

距離割 負担額 実質赤字割 負担額 収支率 

費用 収益 助金 助金 橿原市 広陵町 
大和 
高田市 

葛城市 橿原市 広陵町 
大和 
高田市 

葛城市 

現行ダイヤ（全社平均単価） 87,109 52,147 -34,962 3,913 0 6,476 -24,573 － 5,806 14,295 4,474 － 7,859 10,125 6,591 60% 

現行ダイヤ（路線別単価） 90,396 52,147 -38,249 3,913 0 6,476 -27,860 － 7,326 15,951 4,584 － 10,290 10,869 6,702 58% 

維持モデル改善案 69,149 47,525 -21,624 3,733 0 6,476 -11,415 － 2,518 7,035 1,862 － 5,209 3,130 3,076 69% 
再編 
維持モデル② － － － － － － － － － － － － － － － － 

減便、区間短縮 
代替モデル① 61,635 47,525 -14,110 3,733 0 － -10,377 755 1,416 6,747 1,576 0 5,241 2,464 2,790 77% 
事業者委託 

代替モデル② 24,787 47,525 22,738 0 0 － 22,738 0 0 0 0 0 0 0 0 192% 
市町村等運行 

代替モデル③ － － － － － － － － － － － － － － － － 
福祉有償、過疎地有償等 




